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福井大学附属図書館所蔵「小島家文書」を読む（2）
「自力」で村を守る人びと―延宝4(1676)年、野中村仁蔵・善吉の詫状から―
　100 年にわたる戦国時代が終わりを告げ、武力行
使のない「平和」な世の中をめざした江戸幕府が開
かれて 70 年余りが経った延宝 4（1676）年。越前
国坂井郡野中村（現福井県坂井市三国町野中）は、
盗人騒ぎに揺れていた。福井大学附属図書館に所蔵
されている「小島家文書」のうち、延宝 4 年 9 月
17 日付で「村中」に充てて出された野中村の仁蔵
と善吉の詫状が、この盗人事件の詳細を語ってくれ
ている（4192 号文書。以下「小島家文書」につい
ては目録番号のみを示す）。
　それによれば、現在の暦では 10 月 22 日にあたる
旧暦の 9月 15 日の夜、野中村の村人が、同村の源
助・善九郎両人の稲を盗んでいる善吉と仁蔵を見つ
けて取り押さえた。そこで村人たちは、野中村百姓
による盗人事件についてただちに「御
ご
公
こう
儀
ぎ
様」のも
とへ「御
おことわり
断」を入れ、盗人の百姓らを村から追放し
ようとした、というのだ。「御公儀様」とは、当時
野中村の領主であった福井藩 6代目藩主の松平綱
つなまさ
昌
を指しているが、注目されるのは盗人事件への対処
の仕方である。村人たちは、稲を盗んだ百姓を「自
力」で捕まえている上に、すぐに藩主へ報告をしつ
つも、盗人に対する処罰は、藩主からの命令を待た
ずに村の中で決定しているのである。現在であれば、
このような刑事事件は警察に届けるべきところであ
るが、当然江戸時代には警察は存在しないし、藩や
幕府の役人が自発的に捜査に乗り出してくれるわけ
でもない。江戸時代では、犯人逮捕から処罰まで、
基本的には村の裁量に任されていたのである。
　そもそも近代以前の社会では、村の中で起こった
さまざまな事件への対応は村の「自力」に委ねられ
ていたところが大きい。その権限は、中世社会では
「自
じ
検
けんだん
断」と呼ばれ、特に「盗み・放火・殺人」の
三大事件（村の大
だいぼんさん
犯三箇
か
条
じょう
という）に対して、村は
厳罰をもって臨んでいた。例えば、近
おうみのくに
江国菅
すがうら
浦村（現
滋賀県長浜市西浅井町菅浦）では、村の中で盗みが
発覚した場合には、村人たちが寄
よりあい
合を開いて処罰を
決定すると「村掟」で定めている。また、和
いずみのくに
泉国
入
いりやま
山田
だ
村（現大阪府泉佐野市土丸・大木）では、わ
らびの粉を盗んだ同村の寡婦や子どもが、見張りを
していた村人に見つかって即座に殺害されている。
当時、入山田村の領主であった九
く
条
じょう
政
まさもと
基は、殺害さ
れた百姓を哀れみつつも、「盗人だからしかたがな
い」と、村人らの処罰に理解を示している。公家社
会で関白まで務めた九条政基でさえも、盗人に対す
る厳しい制裁、および村の「自力」を認めていたの
である。
　人びとの武力発動が禁じられた近世社会では、さ
すがに中世のように現行犯の犯人を即座に処刑して
しまうような事態は忌避されたのであろう。今回の
事件では村からの追放という処分であった。追放刑
なら死罪よりはまし、と思うかも知れないが、実は
追放刑もなかなか厳しい処罰である。というのも、
村から追放されるということは、所属を失うという
ことであり、村に住めないばかりか、村の保護を得
られないことを意味している。したがって、追放さ
れた百姓がどこでどんな目に遭おうと、誰も助けて
くれないのである。現代社会であれば、たとえ国籍
を失って難民となっても、人道的側面から救済が得
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られる可能性はある。日本の前近代社会では、村を
追われた者が行き倒れになっても、追い剥ぎにあっ
ても、基本的には放置されるという意味で、追放刑
は村人が直接手を下さない死罪に等しいものであっ
たのだ。
　このように、村は犯罪を処理する独自の仕組みを
作り上げていたわけであるが、では稲を盗んだ仁蔵
や善吉が村人に見つかってしまったのは、はたして
偶然だったのだろうか。連日のわらび粉の盗難に対
して見張りを立てていた入山田村のように、野中村
でも村人に交替で番をさせて盗人を警戒していたよ
うである。この事件の少し後の延宝9（1681）年 4月、
野中村では「村中麦番」を 6人 1組に定め、暮れ六
つ（午後 6時頃）から明け六つ（午前 6時頃）まで
務めるよう、村人 18 人が署判を据えて取り決めて
いる（4822）。その 6人とは、同年 8月の「村中究
きわめ
法
はっ
度
と
」によれば、「稲番・豆番相談の衆」を 3組に
分けて、1組から 2人ずつが番に出るよう定められ
た人たちであった（4840）。野中村でも、村人の作
物を守ために、収穫期に見張りを立てていたのであ
る。
　しかも、これら村掟のおもしろいところは、番を
立てていながら稲や麦が盗まれてしまった場合に
は、見張りの者が盗まれた分を弁償するように定め
られている点である（4688・4822）。番を休んでし
まった時には「過
か
料
りょう
銀」（罰金）を支払うという取
り決めがあることからも、「番を務めるのは当たり
前、番を務める以上は盗人を逃すな」という当時の
村人の「覚悟」が垣間見えよう。それほどに、収穫
物を盗まれることは村人にとって、ひいては村全体
にとって深刻な問題だったのである。一方で、盗人
を見つけた者へは「礼銀」、すなわち報奨金を与え
るとしている。しかも、延宝 8年 8 月には銀 20 匁
であった報奨金が（4688）、翌年 8月には銀 10 匁に
減額されていることからは（4840）、当時の盗人の
多さをうかがい知ることができよう。
　ではなぜ、仁蔵と善吉は稲を盗むという行動に出
たのだろうか。一番の大きな要因は「飢饉」であろ
う。江戸時代では、寛永飢饉（1642 年）・享保飢饉
（1732 年）・天明飢饉（1781 ～ 89 年）・天保飢饉（1833
～ 36 年）が四大飢饉として名高いが、延宝 3（1675）
年と同 8（1680）年にも大きな飢饉が発生している。
この二つの飢饉は、元和 5（1619）年と寛永飢饉と
合わせて、近世前期における四大飢饉の一つに数え
られており、風水害や冬の大旱による凶作によって
越前の農村は大きな被害を被った。「橘宗賢伝来年
中日録」（福井県立図書館文書）は、「延宝三年卯天
下飢饉、別して越前人多く死に、穴を掘り死人を埋
延宝 4（1676）年 9月 7日　相渡シ申一札（野中村仁蔵・善吉詫状）（№ 4192）
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める。同八年申越前飢饉人多く死す。山奥石ヶ谷・
立屋小山谷・平岡、右三ヶ処に穴を掘り死人を埋め
る」と、多くの死者が出たことを記している（『福
井県史』通史編 4近世二。以下、『福』と略記する）。
　飢饉が起こると、当然のことではあるが、百姓は
領主への年貢を納入できなくなる。福井藩松平家の
記録である「家譜」（松平文庫）にも、「当年大飢饉
につき収納相滞る」と記されているように（『福』）、
仁蔵と善吉も年貢の支払いに窮したようである。延
宝 3年 11 月 19 日、仁蔵と善吉は前年の年貢未納分
である 1石 9升 7合 7夕と、延宝 3年の年貢納入の
ために 2人の所持地を抵当に入れて銀 85 匁を、村
の富裕者であった小島家から借用している（4352・
4418）。さらに同日、延宝 3年 12 月から翌年 11 月
までの間、1 ヶ月に 25 日ずつ小島家に「御奉公」
する代わりに、「給恩銀」として 43 匁 5 分 5 毛を前
金として受け取り、藩主から拝借していた「作
さくじき
食銀」
の返済に充てている（4225）。延宝 2年の凶作から
始まった飢饉の中で、仁蔵と善吉が相当困窮してい
た様子がうかがえるが、彼らは村の中でとりわけ零
細な百姓だったわけではなかった。彼らは、7石 2
斗 2升 6合の持高を所持する「一
いっけんまえ
軒前」の百姓であっ
た。しかしこの飢饉では、持高 19 石余の百姓でさ
え、所持地を抵当に入れて借銀をしているように
（4419）、野中村の百姓の多くが困窮していたのであ
る。こうした状況が、盗みに走らせたであろうこと
は想像に難くない。ちなみに、彼らが盗みに入った
のは、延宝 3年に彼らの借金の保証人となっていた
源助の田地であった。
　さて、その後仁蔵と善吉がどうなったのか、再び
彼らの詫状に戻ってみよう。詫状には、「当年我々
奉公を致し申すゆえ、御
ご
免
めん
成され下さるべくそうろ
うと、村中の衆へ根々詫言いたし」たとある。本来
ならば、即座に村から追放されるべきところである
が、「年内は何とか村に置いてくれ」と彼らは訴え
たのである。「村中」充てに詫状を出したというこ
とは、この要求は受け入れられたのだろう。また、
この暮に村を追われても、その他どのような処罰が
下されても「御公儀様御
ぎょ
意
い
次第」に任せると詫状に
はあるが、その後の行方ははっきりしていない。し
かし、延宝 5（1677）年 11 月 18 日の年貢算用帳に
は、年貢銀を納入した百姓の中に「仁蔵」の名前が
みえている（692）。この「仁蔵」が盗人犯と同一人
物だとすれば、仁蔵らの罪は許されたのかも知れな
い。飢饉が頻発し、多くの百姓の命が失われる江戸
時代では、耕作をして年貢を納入する百姓は、村に
とっても、領主にとっても、大切にすべき存在だっ
たということであろう。
延宝 8（1680）年閏 8月 28日　夜番立申究之事（№ 4688）
